
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,10 45,02 +0,92 43,98 +1,04

USD / BRL Spot BRL 2,2073 2,1804 -0,0269 2,2827 -0,1023

USD / JPY Spot JPY 97,34 98,16 +0,82 100,39 -2,23

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 52.548 52.997 +449 53.979 -982

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 162,4 152,5 -9,9 185,5 -33,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,41 11,44 +0,03 11,75 -0,31

DI Future Apr14（金利先物） % 9,66 9,82 +0,16 9,58 +0,24

3 Months US Dollar Libor % 0,246 0,243 -0,003 0,256 -0,013

CRB Index（国際商品指数） Index 285,5 287,4 +1,9 290,1 -2,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年10月11日

Indicator Unit 10月9日

昨日のドルレアルスポット相場は利上げ継続の思惑や米財政協議進展への期待からレアル高となる
展開でした。朝方は、ＣＯＰＯＭが利上げ継続をしたことや米下院共和党が債務上限の短期引き上げを
提案し大統領と協議すると報じられたことからレアル買い優勢となり、前日比レアル高の２．１９台前半で
取引されました。その後も米株の大幅上昇からリスクオンの展開となりレアル買いは継続、一時２．１７近辺
へレアル高は進みました。引けにかけては大きく進んだレアル高の反動も入り、結局２．１８近辺で引けて
います。

マンテガ財務相はＣＯＰＯＭの利上げを受けて、「政策金利が１０％へ上昇することに政治的なタブーは
ない」と発言しています。１０％が心理的な節目であることから敢えて利上げに寛容な面を示すことで
インフレ抑制を重視していることを示唆していると感じます。当局が一体となってインフレ抑制の姿勢を
示すことは市場のインフレ期待を抑える点で有効でしょう。マーケットでは今後の利上げ幅について見方
が分かれていますから、今後の当局からのメッセージによってその見極めが進んでいくでしょう。
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